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ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の

発
達
と
国
家
の
役
割

石
油
産
業
の
経
済
的
成
長

米
国
白
雑
誌
フ
ォ

I
チ
ゐ

j

の
詞
査
に
よ
る
と
、
四
低
亦
以
上
の
資
正

家
八
名
の
う
ち
、
一
二
名
が
石
油
王
、
四
名
が
石
油
主
ア
ル
ミ
玉
、
一
名
が

ア
ル
ミ
王
と
な
っ
て
、
石
油
家
族
の
上
位
進
出
が
著
し
い
事
を
一
目
し
て
い

る
が
、
今
世
紀
以
来
の
石
油
産
業
の
発
展
は
誠
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

一
九
O
九
年
の
百
大
工
業
会
社
町
中
に
七
社
登
場
し
た
石
油
会
社
は
、

四
八
年
に
は
十
七
社
総
資
産
の
二
八
・
八
%
を
占
め
、
鉄
鋼
業
の
九
社
一

一
・
九
%
を
ζ

え
て
、
第
一
位
の
巨
大
陸
菜
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
範
囲
を
狭
め
て
十
億
弗
会
社
。
楕
成
を
み
る
と
、
二
九
年
に
初

め
て
λ
タ
シ
ダ

1
ド
石
油

(

N

J
〉
(
以
後
単
に
N
E
J
)
が
十
億
非

会
社
と
な
り
、
一
一
一
一
一
洋
に
は
非
金
融
十
億
弗
会
社
十
八
社
中
一
一
一
社
を
占
め

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
的
、
五
五
年
に
は
三
十
社
中
十
社
を
占
め
総
資
障
の

第
八
十
二
巻ノ弘

、J;f..

三
O
%
を
所
有
し
て
い
る
。

産
業
会
社
だ
け
に
つ
い
て
み
る

t
石
油
会
社
の
倍
位
は
圧
倒
的
で
、

他
の
産
業
は
全
部
で
九
社
総
資
産

一
八
七
億
弗
に
対
L
、
石
油
の
み

で
十
社
、
一
二
億
弗
だ
か
ら
で

あ
る
〈
錦
l
表
参
照
)
。

あ
る
産
来
が
急
速
に
発
展
す
る

前
提
条
件
は
、
そ
の
部
門
の
利
潤

半
が
他
部
門
よ
り
高
い
事
で
あ
る

が
、
現
実
に
石
油
産
業
の
利
潤
率

は
過
去
二
十
年
間
大
択
の
製
造
業

の
平
均
利
潤
率
を
こ
え
て
い
た
の

四
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C
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ア
メ
リ
カ
石
仙
産
業
白
発
注
と
凶
家
の
役
訓

で
あ
る
。
そ
し
て
十
億
叫
級
白
石
油
会
社
の
利
潤
卒
は
、
他
の
十
億
弗
会

社
の
そ
れ
よ
り
一
般
に
一
一
品
い
事
を
第
2
表
は
示
し
て
い
る
ω

所
が
他
よ
り

一
向
い
こ
の
利
利
率
で
さ
え
、
申
告
〈
は
ま
だ
過
少
討
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
第
三
者
に
と
っ
て
石
油
会
社
の
侍
る
利
淵
率
を
解
釈
す
る
事
は

不
可
能
で
あ
る
。
大
拭
の
場
合
計
坦
原
則
と
し
て
資
木
項
固
化
さ
れ
る
費

用
も
経
費
主
し
て
差
引
く
事
が
で
き
、
従
っ
て
純
収
荘
(
及
び
資
峰
)
を

減
ら
す
事
が
出
米
る
。
生
践
を
す
る
為
の
不
動
産
の
購
入
に
は
特
別
償
却

が
勿
論
活
川
刑
さ
れ
る
d

又
産
油
地
の
産
出
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
賃
貸

料
は
必
然
的
に
資
本
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
油
生
産
の
刺
潤
率
は
他
の

産
業
の
そ
れ
と
円
動
的
に
均
等
化
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
石
油
産
莱
が
こ
の
よ
う
に
巨
末
な
経
済
的
成
長
を
と
げ
、
高

い
利
潤
を
享
受
し
て
い
る
原
凶
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
ぞ
れ
は
第
一
に
は
石

納
消
費
の
増
大
、
第
二
に
は
強
固
な
独
占
立
配
と
積
極
的
な
対
外
進
出
、

第
三
に
は
政
府
の
手
厚
い
保
法
政
策
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
P

モ
れ
で

は
順
次
展
開
し
よ
う
。

ω
『号、
E
P
Z
0
4
H
C目
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H
V
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H叶
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ω
E
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出
N
h
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寺
町
、
号
室
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刊
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刊
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四
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頁
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ω
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お
営
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号
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号
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円

同

国

戸

田

E
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P
4
r
o
]
U
5
4
0
Z
O同
釦
ロ
品
開
。
。
目
。
自
民
間

2
7

一
人
山
言
問
、
ミ
皇
、
。
一
5

3

Q

向
。
・
「
同
2
一塁送柏町仇
Q
3
弘

hrunsNoh-い
可
〕
吋
己
-

同

F
区
間
円
切
∞

2

石
仙
消
費
の
増
大

|
|
特
に
エ
不
ル
ギ

l
構
造
の
変
一
牝
|
|

人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
炭
-
石
油
・
水
力
・
ガ
λ

・
原
子
力
か
ら
供

給
さ
れ
る
が
、
最
近
の
技
術
革
新
の
結
果
工
不
ル
ギ
ー
の
供
給
構
造
は
著

L
〈
劣
化
し
た
。

内
燃
機
関
、
デ
ィ
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
発
明
に
伴
う
輸
送
手
段
に
お

け
る
一
主
要
日
の
変
化
即
ち
経
済
の
一
一
一
タ
化
、
鉄
道
の
デ
ィ

l
ゼ
片
化
、

航
空
輸
送
の
発
展
や
長
場
の
機
械
化
、
海
牢
商
船
隊
の
重
油
切
換
、
火

力
発
屯
所
の
主
油
ガ
ス
切
換
、
家
庭
股
一
居
と
し
て
の
用
途
開
拓
は
、
石
油

化
学
の
発
展
と
掴
ま
っ
て
石
油
O
消
費
を
異
常
に
増
大
き
せ
、
水
力
発
色
、

天
然
ガ
ユ
の
増
大
と
共
に
、
産
謀
本
命
以
来
の
基
本
的
な
t

ネ

ル

ギ

源

で
あ
っ
た
ぺ
石
炭
白
地
位
に
と
っ
て
代
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
石
炭
は
一

O
年
に
は
全
エ
ネ
ル
ギ
の
八
五
・
一
刊
を
供
給
し
た

が
、
三

0ι
に
は
六
三
・
五
%
、
五
三
年
に
は
三
四
五
%
と
激
減
し
、

他
方
沿
袖
は
七
，
九
州
首
か
ら
一
一
二
六
鴨
へ
、
更
に
三
七

O
M
W
へ
と
明

大
し
、
天
然
ガ
ス
も
三
田
五
引
か
ら
九
五
%
へ
、
更
に
一
一
四
四
%
と

晴
夫
し
、
水
力
発
電
も
比
重
を
哨
大
し
て
い
る
ハ
第
3
表
参
照
〉
。



独炭{昔 第 3表
国とは、合
でれ絶石エ エネルギー供給。翌年選 (一兆億カロリ〉

入は主ナ油ネ「一一 一一一丁一
九英的がル I 1910 1920 1930 1940 1953 
%国減九ギ| 一一一寸
をで少・ I I全エネルギー供給 I 15，375 21，340 22，060 24，969 36，987 
占石を人供 l水力売電 539 738 752 8回 1，522
出炭示倍給 l石 炭 13，226 17，336 14 ，~36 13，47~ 12，767 
る"カ L 、ヵ， I ' 6油 1，260 3，296 5，761 8，375 13，671 
(尚て天四|天然ガス 547 858 2，凶9 2，8日 9，027i 
但依い然三l 一一「
L 然るガ年全ムネルギー供給~100 として

凹と aス間|全エネルギー供給 I 100，0 100，0 100，0 100，0 1C口，0
0 し がに|水力発唱 3.5 3.5 3.4 3.5 4.1 
年て一一|石 炭 85，1 80.5 63.5 53.6 34.5 
現斗五・ l石 油 7.9 12.0 23.6 31.4 37.0 
在ネ ・四 l天然プJ ス 3.5 4.0 9.5 11.5 24.4 i 
〉ル五倍 1---------， - c -------1 
のギ 倍 、!191C年 ~1山として | 
とよ の水|全エネルギー供桁 i 100.0 139 144 162 240 I 
著i!l 増力|水力発屯 I 100.0 138 140 163 282 ! 
費 大発|石 炭 I 100.0 131 口7 102 97 ! 
いのに屯 I石 油 100.0 260 457 663 1084 I 
対九 対が|天然ガ久 I 1的.0 157 382 524 1651 I 
比三し ~L-' ____ __  
を弥 、 HistoricuJ白a十回日 ofthe United States， 17回 1945，p. 155.， 
な 、 石八 Statistical A国tractof the U. S. 1956， p. 528.より計算.

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
達
し
ζ

国
家
。
役
割

す
が
、
仏
で
は
石
炭
の
比
重
は
四
六
年
の
七
九
-
凶
怖
か
ら
五
三
年
の
六

五
%
へ
と
減
少
し
た
の
に
対
し
、
石
油
は
八
一
%
か
ら
一
九
二
%
に

増
力
し
て
世
界
的
な
石
油
消
費
増
大
似
向
を
示
し
て
い
る
。
と
の
石
炭
の

衰
退
と
石
油
の
増
大
の
原
因
は
、
石
炭
が
「
掘
る
為
に
も
輸
送
の
為
に
も
、

〔山元価格及油井での価格〕

( 100マイル輸送した場合。叶J場価格〉

( 3日3

〉

〕

第 4 表

等距離を運送した場合のガスと石炭価格
〔グスーパイプライ J 石炭 鉄道〕
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分月電参れ炭炭燃理文
析はは照る価と料由そ
にさ、 Y 石椿競がのわし
進れ石 油よ争な他を
もず油そやりしいに燃ア
う、・しガ高たか、焼メ
。右石てスい的事')ら石き り
泊炭将に」、、ノ泊せ 3り

の等来比程鉄事独る右
工燃有しの道に占為抽
座料力て高独ょがに産
は抽な割運占つガも業
当占競高賃がてソ多の
分に争とを「そりく発
安よ者な諜トれンの達
泰っとつ L ン以を労左
でてなたた当外両働凶
あ Ifllる事為りの{田を家
ろ IEおが、石燃格要の
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。わし8巾しげイ連泊吊るの叫
で、のらフ賃を上」
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三
億
ド
ル
で
、
全
産
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5
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で
あ
る
が
、
今
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増
大
す
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も
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と
思
わ
れ
る
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夕
刊
M
M

今
百
の
話
題
M
H

参
照
。

石
油
産
業
の
独
ム
門
的
構
造

周
知
の
釦
〈
一
八
八
二
年
の
J
-
D
・
ロ
ァ
グ
フ
エ
ラ
ー
に
よ
る
久
タ

ン
ダ
ド
石
油
「
ト
ラ
ス
ト
」
の
結
成
以
来
石
油
産
業
は
独
占
的
支
配
の

最
も
強
力
な
部
門
、
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

海
外
投
資
を
す
る
五
大
会
社
官
官
む
、
油
井
か
ら
油
送
省
、
結
荊
管
、

精
泊
所
、
小
売
部
門
ま
で
を
所
有
す
る
一
貫
二
十
社
は
、
特
に
そ
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
、
タ
ン
カ
ー
船
隊
の
支
配
、
販
売
網
確
立
に
立
脚
し
、
価
格
指

導
制
、
ガ
ル
フ
・
プ
ラ
ス
価
格
方
式
(
最
近
で
は
ベ
ル

ν
ャ
・
ア
ラ
ス
カ

式
と
並
用
)
に
よ
っ
て
中
小
石
油
業
者
、
消
費
右
か
ら
独
占
刺
潤
を
収
奪

し
て
い
る
。

一
員
二
十
社
は
戦
前
に
は
本
石
油
産
業
全
投
資
の
六
六
七
%
、
油
井

の
二
三
・
七
%
、
原
油
生
産
高
の
五
二
・
五
%
(
優
秀
な
柏
井
を
独
占
し

て
い
ゐ
証
拠
)
原
油
集
収
パ
イ
プ
・
ラ
イ
ン
の
丘
七
四
判
、
問
幹
線
パ

イ
プ
・
ラ
イ
ン
の
八
九
E
C
%
、
パ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
投
資
の
七
七
・
四
%
、

同
絞
首
所
得
の
八
六
・
四
%
、
油
槽
船
噸
数
の
八
七
二
匹
、
分
解
蒸
溜



能
刈
の
八
五
二
%
、
ガ
ソ
り
ン
生
Y

牛
崎
の
八
一
ニ
-
八
%
、
製
品
輸
送
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
九
六
一
%
、
ガ
ソ
リ
Y
国
内
版
売
の
八
O
仰
を
支
配

L
た
が
、
戦
後
支
配
力
を
噌
し
、
原
油
集
収
パ
イ
フ
・
フ
イ
ソ
の
八
五
%
、

同
幹
線
パ
イ
プ
・
ラ
イ
ン
の
八
一
%
、
精
製
能
方
の
九
三
%
、
製
品
輸
送

パ
イ
プ
・
一
フ
イ
ン
の
九
二
的
石
油
採
掘
の
冗
六
弘
を
支
配
し
て
い
る
。

他
過
程
に
比
べ
る
と
石
油
採
掘
過
程
で
の
独
占
度
は
相
対
的
に
低
い
が
、

と
れ
は
独
占
が
石
油
採
掃
を
支
配
で
き
な
い
と
い
う
事
を
意
味
し
な
い
。

何
故
な
ら
都
一
に
一
貫
二
十
社
は
米
国
内
石
油
埋
蔵
の
七
九
%
を
所
有

L
、
生
産
性
の
一
向
い
油
井
を
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
油
井
当

り
平
均
産
出
は
、
そ
の
他
全
石
油
会
社
の
三
倍
(
五
五
年
)
で
あ
じ
い
。

第
二
に
、
そ
の
巨
大
な
資
本
力
に
よ
っ
デ
一
秀
れ
た
試
掘
及
採
掘
+
刀
法
を

用
い
ラ
る
事
で
あ
る
。
科
字
削
技
術
に
よ
る
試
掘
は
六
対
一
の
割
合
で
石

油
を
発
見
す
る
が
、
非
技
術
的
山
制
業
者
の
割
合
二
五
本
に
一
木
し
か
成

功
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
全
庄
業
で
の
致
命
的
な
戦
略
的
地
点
で
あ
る
パ
イ
プ
・
ラ
イ
ン

を
二
十
社
が
支
配
し
て
い
る
結
果
、
中
小
石
油
採
掘
会
社
は
々
の
産
出
の

ァ
ト
ミ
ニ
え
タ
J
ト
ョ
ラ
々
え

殆

ん

ど

を

管

理

価

格

1
独
占
的
低
価
絡
で
大
会
社
に
売
り
粧
す
事

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
輸
送
を
拒
百
さ
れ
る
事
さ
え
あ
り
(
営

業
不
能
と
な
る
)
、
又
一
般
的
に
高
し
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
大
企
社
は
v

」
の
原
油
を
円
己
の
精
油
工
場
に
送
り
、
叉
余
剰
分
は
独
立

精
油
業
者
に
独
占
的
高
価
格
で
売
付
け
る
の
で
あ
る
。
己
の
結
果
中
小
石

ア
メ
リ
カ
右
仙
席
栄
町
発
達
之
国
家
の
役
割

〉

油
会
社
の
利
判
仰
の
大
部
分
は
独
占
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
h
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
独
占
に
と
っ
て
高
利
益
り
源
泉
で
あ
り
、
第
一
次

大
戦
以
前
で
は
そ
の
年
問
利
刊
阿
武
「
は
四
五

l
五
O
%
に
及
ぶ
辛
も
珍
ら
し

mu 

〈
な
く
、
一
ニ
八
年
で
も
尚
二
七
%
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

口
)

第
四
に
大
会
社
は
安
価
な
輸
入
袖
の
販
売
に
よ
っ
て
高
利
潤
を
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
己
の
方
法
は
大
会
社
に
と
っ
て
は
、
園
内
で
右
油
採
掘

り
独
占
度
を
高
め
る
事
よ
り
一
層
有
効
で
あ
る
。

石
油
独
占
は
原
油
生
用
過
程
で
生
産
価
格
統
制
(
国
家
の
援
切
を
え
γ

ぺ
l
L
V
シ
グ
』
m
イ
ン
ト

ι
ツ
ス
テ
ム

後
述
〕
を
行
う
ば
か
り
で
な
く
、
販
売
市
場
で
も
基
点
価
格
万
式
、

Ir
ヲ
イ
之
リ
ー
ダ
ー
シ
Z
M
りプ

価
格
指
導
制
に
よ
っ
て
独
占
的
一
帥
価
格
を
堅
実
に
維
持
し
て
い
る
。

国
際
石
油
業
に
お
け
る
基
点
価
椅
方
式
と
は
、
ガ
ル
フ
・
ア
ラ
ス
価
格

之
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
供
給
源
の
如
何
を
同
わ
ず
、
又
そ
の
尖
際
の
生
産

費
、
運
賃
、
と
関
係
な
く
、
一
定
の
標
準
品
の
引
波
伺
絡
を
す
べ
て
米
国
メ

キ
シ
ヨ
消
岸
渡
し
仙
格
プ
ラ
ス
同
町
準
袖
槽
船
迎
賃
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
「
小
売
値
段
が
精
製
中
心
地
よ
り
千
四

ι離
れ
た
地
方
よ
り
も

ロ
)

パ
止
産
地
、
精
製
地
に
於
て
陸
々
一
律
に
高
値
で
あ
る
」
様
な
現
象
す
ら
起

り
、
消
費
者
は
仮
民
運
賃
を
搾
取
さ
れ
た
り
で
あ
る
。

こ
の
ガ
ル
フ
・
プ
ラ
九
価
格
万
式
は
国
際
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
同
際
石

油
価
怖
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
価
格
は
競
争
の
結
果
刊
は
な
く
、

州
中
連
邦
機
関
、
特
に
内
務
省
と
席
議
と
の
協
力
の
結
果
で
あ
引
。
(
後

述
)第
二
次
大
戦
後
、
安
価
な
中
東
石
油
の
発
展
八
従
っ
て
石
油
独
占
の
超

第
八
二
盗

四
五

四

O
五

第
六
号



(1939年〕

社

第 51~

ア
メ
リ
カ
石
油
虚
業
の
発
注
と
国
家
。
役
割

会

ソコエ← ゲァキウム石油

アトランチ γ ク精油

ガソりソにおける“PriceLeadership" 

l 
ニューヨーク，エューイングランド j 
ベンシルパニア，デラウェアー I 
Z ュージヤゾ，メリ ランド，ノ1
ース・カロライナ，コロ γ ピア，ずト

ア 三ニア，サウス・カロヲイナ)

ォ/'イオ

ケ γ タッキ ， ミシシヲピ←，アラパ1
マジョージァ，フロリダ ) 

テネシー，ノレイジアナ，アーカンソー

イリノイ，アイオワ，ミズリ ，ノ -1
ス・ダョタ， ミ、ノガン，インディア(
ナ，ウイスコンシン，サウス グコ卜

タ，ネプラスカ，カンサス，ミネソタ)

モンタナ， ワイオミシグ，コロヲ F.i 
エューメキシコ，アイダホ，ユタ j 

ワシントン，オレゴン. ;，リプォルユ1
アネグァダ，アリゾナ j 

オタラホマ

域地

A !;lフ~ノレユアーア、タ〆ダ -F

石油

マクノ ρァ〈ソコエ 白子会社〉

マグノリア又はテキサス ョー

ポ ν γ宝ン l 

The CO?，出 rltrattonof Eω即 micrQwet-， 1946， Table 6 

ニュ ジャージー・スタンダー

ド石川

オハイオ スタンダード石油

ケシタッーキー・スタンダ ド

石油

ルイジアナ・スタンダ ド石油

インディァナ・スタンダード石油

コンチ不 γタル石油

スそTヨャヘン

第

六

号

凹

六

直
利
淵
噌
大
)
主
凶
欧
の
抵
抗
に
よ
り
て
者
千
修
正
さ
れ
複
数
基
点

制
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
本
質
的
な
変
化
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
り

傑
単
価
格
を
決
定
す
る
も
の
が
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
他
社
は
全
て

こ
れ
に
追
従
す
る
方
法
(
何
格
指
導
制
)
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
ふ
れ

る
事
な
し
に
尖
際
上
カ
ル
テ
ル
価
格
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
こ

に
ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
の
各
ブ
ラ
ン
チ
ヤ
ィ
ス
の
指
滋
者
を
一
目
し
て
お

こ
う
(
第
5
表
参
陥
)
。

ω
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
間
口
旦
守
口
2w
司
君
同
J
Z
K
司
、
?

F
P
3
富
号
、
思
正
邑
h
叫

NQHE・
(
H
U
N
d
w
国
岡
山
吉
間
司
自
己

口

P
日与の
F

宇
宣
言
ぬ
円
。
、
官
走
塁
』
U
Z
F町
内
言
(
巴

出
)
邦
詩
文
献
で
は
小
原
敬
土
「
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
由

形
成
し
鎌
旧
正
ニ
『
ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業
』
宰
参
照
。

ω
同
・
回
・
印
F
R
g
F
寸

『

ゆ

〕

UO門円。
-
2
E
E
E
mけ
4
・
邦
訳
、

一
b
一
頁
。

ω
同・

0
-
n
E
E
F
前
掲
、
一
五
九
頁
。

川
刷
口
自
国
E
P
国
自
呂
田
P
一
冨
口
昌
自
由
国
]
冨
呈
E

E
晶
昌
図
。
帥

ヨ
富
国
国
国
日

ooHF
〔
臣
官
官
匂

Z
U
K
G図
書
目
。
国
嵩
富
昌

E1

官
官
包
内
沼
田
言
。
岡
田
戸
〕

za-Z0・
r
O
4
b・F

同
山
山
岳
h
H
国
!
日
同

D
F
4
n
w何
回

目

。

冶

q同
町
'
仏
国

倒
的
・

4
阿
国
内

P
G
唱
晃

L-N2・

何
回
。
羽
ZmH
吋

F
σ
4
5
叶
E
O

冨
RroHH目
問
。
同
可
。
片
岡

o-oEHH

町
円
。
門

E
E
m

〔
回
号
号
、
民
国
E
E
E匂
同
言
問
内
N
G〕

4
己

凶

『

F

第
八

l
二
巻

円。ーハ

David Lynch 



z
o
p
u
ω
白
・
鉄
道
輸
送
は
パ
イ
プ
・
ラ
イ
γ
に
比
し
て
非
~
吊
に

高
く
つ
く
の
で
、
現
在
で
は
全
石
油
輸
送
青
白
=
一
%
弱
に
す

F
な
い
。

(
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
初
期
の
完
関
が
秘
密
の
鉄
道
運
賃
リ
ベ
ー

ト
に
よ
る
所
が
大
台
い
事
を
考
え
る
之
、
技
術
革
新
(
特
に
パ
イ
プ

、
、
.
、
、

ラ
イ
γ
り
搭
同
)
に
よ
っ
て
独
占
の
支
配
形
態
が
変
化
し
て
い
る
事

が
窺
わ
れ
る
)
。

川W
K

F

同
R
F
0
2
0
F
前
掲
、
八
頁
。

川
明
白

P
2
z
o
p
時

霊

視

0
・
2
廿
ぉ
・

ω
当
K
H凸

m
E
P
前
掲
、
二
九
五
頁
。

川
阿
武
同
は
円
六
年
以
来
石
油
輸
入
国
主
な
っ
た
。
現
有
輸
入
は
国
内

消
費
の
一

o
l
一
↓
一
%
を
拙
成
す
る
。

目
。
け
円
。

-ω
ロ
ロ
戸
匂
]
「

o
m
ω
ω
O
H〈
ド
。
。
‘

V
入
門
凶
吋
-
H
C
日
J
J
H
V
E
一
戸
市
山
山

w-

M
叫

同

国

m
E
E
P
F
前
相
、
一
四
四
頁
。

附

凹

4
z
n
0・
晶
ミ
・
ヲ
日
∞
∞

四

石
油
産
業
の
財
閥
別
編
成

産
業
の
独
占
構
造
と
い
う
場
合
、
吾
々
は
そ
の
尉
閥
別
編
成
に
も
訣
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ

石
泊
産
業
で
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
ヴ
タ
フ
ェ
ヲ

1
財
問
白
優
位
は

絶
対
的
で
あ
ゐ
。

旧
ス
タ
ン
ダ

l
y
門
「
八
八
二
年
刺
立
〕
は
全
国
精
油
能
力
の
八
五
%
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
九
C
%
を
支
配
し
、
全
国
石
油
製
品
目
八
五
%
を
販
売

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
珪
と
幽
家
の
投
割

第 6 表

百大工業会社における石油及石炭会社

会 社 名 1948年版位
Standard 011 (N. J). 1 
Standard oil (lnd.). 4 
Socony-Vacuum oil. 5 
Texas Co. 6 
Gulf oi1 Corp. 7 
Standard oil Co. of ca1if. 11 
Sinc1air oi1 Corp. 16 
Shell union oi1. 21 
Phillips petroleum Co. 22 
Atl刃nticRe白11lUgCO. 34 
Union oil Co. of California. 51 
Tide watei A:=1sodated oi1. 55 
Sun oil Co. 56 
Continental oil Co. 61 
Standard oil (ohio). 69 
Skelly oil Co. 90 
Pittsburgh Coal Co. 94 

(Kaplan， Big Enteγ'trise 1π a Competitive 
SySletn. pp. 136-140J どり杵成

し
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
に
問
わ
れ
、
一
九
一
一
年
解
散
し
て
一
三
ニ
の
会

社
に
分
割
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
完
全
に
復
活
し
て
い
る
。

即
も
四
八
年
の
百
大
工
業
会
社
(
綿
6
表
参
照
)
の
う
ち
、
ロ
γ

ク
フ

エ
ラ
l
財
閥
は
資
産
額
第
一
位
の

N

J

を
初
出
と

L
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ

ス

タ

γ
〆
i
ド
〔
却
凹
位
〉
ソ
コ
=
・
ヴ
ア
キ
ニ
ウ
ム
(
現
在
毛

ピ
ル
、
第
五
位
)
カ
リ
ン
ォ
ル
一
一
ヤ
・
ス
タ
ン
ダ

1
V
(第
一
一
位
)
、
ァ

ト
ラ
ン
チ
サ
ク
精
油
(
第
三
円
位
)
、
オ
ハ
イ
オ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
(
第
六

九
位
)
の
直
系
六
社
は
勿
論
、
以
前
に
は
自
主
独
往
一
仰
と
さ
れ
た
一
ゾ
ン
ク

レ
プ
(
第
一
六
位
可
シ
テ
ィ
!
ス
サ

l
ヴ
ィ
ス
、
そ
れ
に
シ
カ
コ

U

ハ

第
八
十
二
者

四
口
七

第
六
骨

四
七



ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
注
と
同
家
の
役
割

〉3
 

ソ
ノ

l
ヴ
ァ

I

H
フ
イ
γ

シ
ヤ
l
系
、
と
考
え
ら
れ
た
テ
ギ
サ
ス
(
第
六
位
)

〉4
 

も
今
や
ロ
ッ
グ
ア
エ
ラ
ー
の
影
響
下
に
あ
り
、
明
瞭
に
そ
の
分
野
で
な
い

L

乙
考
え
ら
れ
る
の
は
メ
ロ
ン
財
閥
の
ガ
ル
フ
石
油
(
筋
七
位
)
と
そ
ん
ガ
ン

財
閥
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
石
油
(
第
八
一
位
)
英
閥
系
凶
イ
ヤ
ル
グ
ッ

チ
・
シ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
シ
ァ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
(
筋
二
一
位
)
の

コ
一
社
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
う
b
世
界
七
大
会
社
に
属
す
る
の
は
、

N
-
J
、
ソ
コ
ニ

l

・

モ
ピ
ル
、
カ
り
フ
ォ
ル
ユ
ヤ
・
ス
タ
γ
〆
1
ド
の
ロ
ヴ
ク
フ
ェ
ヲ

1
直
系

=
一
社
と
テ
キ
サ
ス
(
ツ
カ
ゴ

1
ロ
ァ
タ
フ
ヱ
ラ
l
同
盟
)
そ
れ
に
カ
ル
ア

ヘ
メ
ロ
ン
財
閥
)
市
合
計
五
社
で
あ
る
。

こ
の
中
で
設
も
重
要
な
位
置
を
し
め
る
の
は

N
・
J
で
あ
る
。

N
・
J

は
旧
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
主
援
な
後
蹴
者
で
あ
り
、
一
五
万
人
を
一
雇
用
し
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ

γ
チ
ン
、
ベ
ル
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
、
カ
ナ
ダ
、

中
東
そ
の
他
一
四

0
ヶ
国
に
油
田
、
精
油
所
、
山
イ
ア
ラ
イ
ン
、
販
売

組
織
を
所
有
経
科
い
す
る
二
五

O
白
子
会
社
に
よ
っ
て
、
世
界
右
拙
産
出

の
六
分
。
一
以
上
を
供
給
し
、
全
士
山
上
は
判
。
低
邦
、
利
潤
は
平
均
五
億

弗
を
こ
え
る
。
こ
の
世
界
市
場
に
お
け
る
強
大
な
権
力
を
一
市
寸
為
に
第
7

表
を
読
ん
で
頂
く
事
に
し
よ
う
。

進
歩
的
な
経
済
学
者
H

オ
1
コ
ン
不
ル
は
戸
ゲ
グ
プ
エ
ラ
ー
が

N
・

ー
を
支
配
し
て
い
な
い
主
巧
え
て
い
る
的
、
こ
れ
は
寧
ろ
誤
り
で
あ
る
う
。

ロ
ヴ
ク
プ
エ
ラ
l
財
閥
の
石
油
産
業
支
配
は
、
少
数
株
の
所
有
左
チ
ェ

1
凡
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
の
立
配
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

)
罰
則
刻
ー
ー

万
一
占
ン
「
五

百
一
に
タ
n
q

一

!

位
一
体
ス
ド
一

単
一
全
る
一
|
|

口一

l
J

ド
域
人
一
義
竺

6

(
一
主
全
一

m

一

ゆ

一

本

竺

ダ

ヂ

一

f

二

γ

版
一

F
劃
一

タ

の

一

l
l
パ
バ
ー
l
j

ス

社

一

γ
服

域

内

凶

斗

珂

同
会
一
わ
占
刊
地

i
工

F
i
!

日
山
口
ス
↑
豆

町

内

山

一

一

カ

凪

カ

パ

4

抱

一

一

軍

日

石

一

一

リ

釦

リ

ツ

一

メ

'

メ

P

一

ア

内

ア

一

一

一

北

市

三

三
九
年
の
持
株
よ
り
若
干
比
率
は
州
少
し
て
い
る
が
、
五
六
年
現
在
の

M

ヅ
グ
フ
ヱ
ラ
l
財
閥
の
会
社
持
株
(
第
8
表
参
照
)
は
会
剖
支
配
に
充

分
で
あ
る
D

何
故
な
ら
ば
株
式
の
大
衆
化
の
結
旧
市
、
支
配
株
主
は
委
任
状

制
度
を
利
川
し
て
出
%
の
持
株
で
充
分
支
配
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

な
る
程
ス
タ
ン
〆
l
v
系
訂
油
会
社
で
は
M
M

内
部

HHE役
が
圧
倒
的
で
、

経
営
者
支
配
の
如
く
見
え
る
が
、
個
々
の
会
社
の
業
務
の
日
々
の
監
督
が

第
八
十
二
巻

四

O
八

第
六
号
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v
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J
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日
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M
N
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比
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伽
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一
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白
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山

山
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n

l

(
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百

仁

L

m

ぽ
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k
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J
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叫
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3

一

泊

凶

U

4
司

M

k

r

d

c

h

E

h

一
n
k
h
K
M
F
L

一

一

山

d
蜘

h
h
u
u
m
h
h
h
h
け

間

岨

1

一
四
帥
帥
聞
で
主

一

K

汀

r

r
了

r

r

っ
1

e

m

b

x

白

一

M

m

n
酌

北

表

一

会

一

回

日

制

叫

巾

叫

山

此

加

岡

田

凶

叫

日

U

合
一

w
印
加

h
u
h
擁

h

B

L

d

u

e

-

世

主

主

n
u
s
a
c
f
J
~
s

日

-

一

山

町

釦

臼

恥

批

勘

九

凶

1
u
b
α

九
問
削

M

M

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
達
と
国
家
の
役
割

第
八
十
二
巻 サ

ヲ

M91
ボ
マ
ネ
ヲ
ャ
ー

雇
わ
れ
重
役
に
安
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
彼
ら
が

雇
わ
れ
る
の
は
ロ
ザ
グ
フ
ェ
ラ
!
の
指
示
に
従
う

限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
一

2
0年
代
に
イ
γ
デ
ィ

ア
ナ
の
社
長
ス
チ

1
7
1
}
が
戸
ヴ
グ
プ
ェ
ヲ

に
反
抗
し
て
委
任
状
闘
争
の
結
果
敗
北
し
て
追
放

き
れ
た
の
は
こ
の
よ
い
例
で
あ
ろ

h
n
M
M外
部
M

重
役
が
少
い
の
は
、
寧
ろ
安
心
し
て
経
営
を
委
さ

れ
る
唱
と
い
う
支
配
の
堅
固
さ
を
一
出
す
も
の
で
あ
る
。

v
l
ニ

γ
は
支
配
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
を
重

四
》

要
視
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
ロ
ヴ

グ
フ
ヱ
ヲ
l
財
閥
は
石
油
産
業
の
金
融
的
中
心
、

最
大
り
石
油
産
業
銀
行
で
あ
る
チ
ェ
イ
ス
-
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
銀
行
と
石
油
会
社
へ
の
長
期
信
用
の
ギ

要
供
給
者
で
あ
る
メ
}
ロ
ポ
リ
タ
ン
、
エ
キ
タ
ブ

ル
両
生
命
保
険
会
社
を
支
配
す
る
事
に
よ
勺
て
、

営
業
状
態
を
「
正
確
に
知
り
」
、
信
用
を
「
統
制
t

L
、
運
命
を
「
決
定
」
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
東
角
ロ
ヴ
グ
ア
ェ
ラ

1
0
石
油
支
配
こ
そ
、

ロ
ッ
ク
フ
広
一
フ
ー
を
急
激
に
勃
興
さ
せ
、
経
済
力

と
余
融
力
に
於
い
て
そ
ル
ガ
ン
財
閥
と
ほ
ぼ
措
抗

L
、
政
治
力
に
お
い
て
そ
ル
ガ
ン
を
こ
え
る
指
導

-J 

力
と
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

四
心
九

第
六
号

四
九



ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
白
発
達
と
国
家
の
役
割

ロ
ッ
ク
フ
A

ラ
l
財
閥
は
、
石
油
虚
業
の
一
独
占
に
よ
っ
て
出
い
超
過
利

立
)

潤
を
え
、
千
円
厚
い
内
部
落
砧
を
行
っ
て
、
銀
行
や
そ
の
他
部
門
に
進
出
し

て
金
融
資
本
定
な
丹
た
も
の
で
、
ヨ

l
ロ
ァ
パ
や
日
本
に
多
い
モ
ル
ガ
ン

型
に
対
し
て
一
つ
の
典
型
的
な
例
と
な
っ
て
い
る
事
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

(
こ
の
解
明
は
独
立
の
研
究
課
題
を
な
す
。
)
以
上
苦
々
は
独
占
。
園

内
的
構
造
と
財
閥
別
編
成
を
分
析
し
た
の
で
あ
る
が
、
克
に
そ
の
封
外
進

出
と
石
油
の
国
際
的
分
割
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
凹

4
z
n
F
e
z
-
-
-
N
U寸

似

国

-
Q
E
H
F
前
掲
、
三
四

l
六
頁
。

川
叫
〉
問
。
。
F
2
Z♂
前
掲
、
〈
7
巻
)
一
一
一
耳
。

川明

Fmヴ
雪
国

S
E
R
F
K戸田
o
n
E片
岡
。
ロ
(
以
後
単
に
「
一
回
』
y
g
N
N
N

。
言
ミ
ロ
。
る
ミ
E
g
g
-
-
u
A町田

同
明
白
・
司
自
の
0

・
0

唱
。
乱
w

唱
回
目
叶
・

仙
別
問

Q
S
E
q
-
前
掲
、
二
二
頁
。

m
z
z
s
p円
回
目
。
回
目

2

9目
目
苦
♂
吋
宮
却
さ
内
刊
誌
、
G

O

H

』
語
、
1
R
Q
3

同
向
。
言
語
子
町
M
W
H
1

付
「
町

ωHH
参
照
。

ω
〈
-HU司
円
。
・
吋
吉
岡
菩
昔
、
。
。
¥
同
出
品
川
詮
也
君
苦
肉
、
吋
，
5
H
O
N
-

回
目
同
(
拙
稿
「
グ
ィ
ク
タ

I

・バ

I
ロ
「
最
高
白
金
融
市
叩
国
」
」
(
経
済
前

提
第
八
十
二
巻
第
一
号
所
載
)
参
照
)

川
w
Z
E
H
O
E
-
岡
田

O戸
日
自
口
。
旨
EH片付
O
P
4・
号
、
司

MHH

第
八
十
二
審

第
六
号

li 
O 

目

。

ω
レ
l
一
一
ン
、
二
巻
選
集
、
第
一
巻
第
六
分
冊
第
二
章
。

川
仰
予
{
疋
相
「
y
メ
り
カ
に
お
け
る
産
業
構
造
之
八
大
財
閥
の
変
遷
」

参
照
。
〔
五
一
一
年
末
の
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ
ン
の
大
石
、
而
会
社
及
び
タ
ン

カ
ー
会
社
へ
り
貸
付
残
高
は
八
億
二

C
O
万
弗
可
エ
キ
タ
プ
ル
は
阿

佐
二
五
0
0
万
弗
。
こ
れ
に
対
し
そ
ル
ガ
ソ
系
の
フ
ル
デ
ソ
シ
ヤ
ル

は
一
憶
↑
一
九

C
C
万
弗
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
二
億
二
凹
0
0
万
弗
で

あ
る
。
(
〈
・
日
UO吋
町
、
。
唱
町
立
・
・
司

ω
呂)〕

附
刷
』

ponFoω
甘
口
前
掲
害
、
(
上
巻
)
八

O
頁。

五:

米
国
石
油
会
社
の
海
外
投
資

第
二
次
大
戦
後
世
界
石
油
産
業
に
は
大
き
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
石
油
産
出
の
地
理
的
構
造
の
変
化
(
特
に
巾
東
主
ウ
ェ
ネ
ズ
z

ラ
油

田
の
拡
大
)

k
米
国
石
油
会
社
の
積
極
的
且
つ
大
々
的
な
海
外
進
山
で
あ

ろ
う
。長
年
の
問
世
界
の
主
要
石
油
産
出
国
で
あ
勺
た
米
両
は
今
宇
中
東
と
ヴ

ェ
ネ
ズ
ェ
ヲ
に
そ
の
位
置
を
譲
り
つ
つ
あ
る
。
戦
前
全
石
油
採
掘
の
七

一
・
一
%
を
占
め
た
米
国
は
五
六
年
に
は
凶
七
六
%
に
な
り
、
他
方
中

東
は
六
・
四
%
か
ら
二
三
・
0
%
へ
と
比
重
を
増
大
し
て
い
る
。
戦
前
を

一
0
0
ι
す
る
瑚
大
率
主
み
る
と
、
全
資
本
主
義
世
界
で
三
倍
、
米
国
で

二
倍
に
対
し
、
ヴ
ェ
ネ
メ
ェ
ヲ
は
五
倍
、
中
東
は
突
に
一
一
倍
の
激
増
を

示
し
て
い
る
(
第
9
表
参
間
〉
。



第 9表

資本主義世界の石油採掘の分布

| そのうち
度|全皆本 d 

|主義世界 米 主 ~7

石油採掘1日37~100 と L て

84.5 

316.7 

資本主表世界生体におけ Q それぞれの比重〔勃〉

11.3 6.4 11.2 71.1 100.D 1937 

6.7 9.8 16.3 67.2 100.0 1946 

11.7 

A. G阻 Ta四 B，:o:Mnep由皿C団羽田区宜 paB)l;8lIHeq四日O量

立pOMhlffiJIeHHOC咽.[M町OBa耳目。HO~llm:a II Me:m.uYIIapOf(IUW 

OTDom.emI丘J.1958， No. 1， CTp. 34 

その他京中ヰ

218.9 

1090.9 

23.0 17.7 47.6 100.0 1956 

をず
己主9fエ埋
れ有ネ蔵
にすメ量
対るわエで
応。ラみ

L とる
属と

米 L
出、世

福 EZ
会は体
社突の
は にー
海そ四
外の・
に六七
激九%
L ・が
く 七米

首%国、、
し米七
た国
の三
右四%
泊倍が

2D9王

481.1 

ア
メ
ヲ
カ
石
油
産
業
の
発
達
と
国
家
の
役
割

135.6 

201.6 

143.4 

305.6 

1946 

1956 

産
業
の
資
本
輸
出
を
み
る
と
、
米
国
の
全
海
外
投
資
額
の
う
ち
で
、
一
一
九

牛
に
は
約
1
一
7
、
三
六
年
に
は
1
一6
t
あ
り
た
が
戦
後
急
激
に
増
加
し
て

五
六
年
に
は
I
一
3
に
逃
し
て
い
る
。
こ
の
増
大
車
は
全
産
業
の
三
倍
弱
に

対
し
実
に
六
・
五
倍
に
達
す
る
(
第
叩
表
参
照
)
。

直
接
海
外
投
資
か
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の
収
入
は
四

O

五
五
年
の
聞
に
、
全
産
業
平
均
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第 10表

〔百万弗7米国間接海外投資の部門別分布

年 度
第
八
十
二
巻

四

7088 3831 2276 1710 1813 

業

造業

輸送及公益

商業

決

製第
六
号 1694 1425 1390 1640 1610 

1444 762 654 391 368 
五

2257 

U. S. Dept. of Commerce， Direct PrIvate Foreign I:nvestments 

of the United States. Census of 1950. 1953 

Surve'Y of Curァ"entBusiness. Aug. 1955， Aug. 1957 

662 674 362 555 他のそ



ア
メ
リ
カ
石
油
虚
業
白
発
達
と
国
家
の
役
割

四
・
八
倍
、
製
造
業
三
・
五
倍
の
増
大
に
対
し
、
石
油
は
一

て
一
街
の
増
大
で
あ
り
、
全
投
資
収
入
中
の
北
京
も
二
二
・

七
%
か
ら
五
二
・
五
%
へ
と
飛
躍
し
て
い
る
。

そ
の
別
洞
率
も
高
く
、
官
庁
資
料
で
は
製
造
工
業
一
七
・

六
%
、
配
給
業
一
凹
・
七
判
、
農
業
一
一
・
九
%
、
鉱
業
一

O

六
%
、
公
益
二
四
%
に
対
し
、
石
油
民
資
は
二
五
・

六
%
と
推
定
き
れ
て
い
お
ω

N
・
1
の
場
合
、
同
内
投
資
の
利
潤
半
は
一
一
M

初
で
あ
る

が
、
西
半
球
の
他
国
で
の
利
潤
率
は
三
一
一
%
ι
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
石
油
の
海
外
投
資
の
利
潤
串
が
高
く
、
急
辿
に
増

大
す
る
理
由
は
何
か
。

利
潤
率
と
投
資
活
動
を
決
定
す
る
諸
要
悶
は
、
労
働
力
の

価
値
、
原
料
ェ
、
不
ル
ギ
!
の
仙
値
、
交
通
手
段
の
発
展
、

販
売
市
場
の
発
展
、
労
働
運
動
・
民
族
解
放
運
動
の
発
展
段

階
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
O
位
問
、
外
岡
投
資
者
の
活
動
を
規

制
す
る
立
法
等
で
あ
る
が
、
吾
々
は
中
東
に
つ
い
て
そ
の
特

徴
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

そ
の
第
一
一
は
、
中
東
の
油
周
が
非
常
に
豊
富
で
、
殆
ん
ど

自
噴
井
で
あ
り
而
も
採
明
が
独
占
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

一
木
当
り
の
生
凶
量
が
極
め
て
最
宵
な
唱
で
あ
る
u

一
日
平

均
り
生
産
量
を
み
る
と
、
米
国
ご
一
七
有
ト
ン
、
ベ
z

ネ

ズ
ェ
ラ
で
三
七
・
八
三
ト
ン
に
対
L
、
中
東
で
は
六
三
三
・

第11表 七大石油独占の資産と準備金の哨大 (年度末〉

[ 一一一一 一戸両寸元つ函両日

資産(百万弗〉

常五大独

そのうち，スタンダード(N.J)

プリティッシュ石油
及びロイヤルダザチ シェル合計

そのうち，プリティツシコー石油

ロイヤノレダヲチ・シェル

トー一一一一一一~
木 i 大独占 (1937~100) 

ブリティシュ石油及
ロイヤルグッチシェル (fI) 

うに百円:太:柏山対プリティシュ 及び 296 
ロイヤノレ合計 l 

準備金一τ函<1¥1)
米五大独

そりうち，スタンダ←ド(N.J)

lプリテー及びP イヤルダァチ・シェル合計

そのうち，プリティシュ石油 13 2口 264 443 

ロイヤルグッチ シ R ル 91 87 ヌ.'38 2fiR2 

Moody's Indusfrial Ma~ 宮 a.l， 19相. HI4R， 19明.1957. 

18139 

7902 

10926 

4707 

582-G 

2532 

4733 

2061 

第
八
寸
二
巻

7079 

386 873 1207 

1094 2516 5872 

123.11;' 2-30.8% 383.2"'0 

3389 1480 1599 

263 

1336 

100.0~(， 

四
442.7 

256 

211.9 

322 

92.6 

394 

100.0 

第
六
号

五

6851 

37口3

3325 

4ω8 

1922 

1502 

1559 

796 

107 

852 

482 

104 



九
六

t
ン
で
米
国
の
凹
二
七
倍
で
あ
る
。

第
二
は
半
封
建
的
諮
関
係
が
存
在
し
て
い
る
結
果
、
労
賃
が
安
く
、
労

働
条
件
は
劣
悪
を
極
め
る
事
で
あ
る
。

労
働
時
聞
は
一
三
時
間
に
及
£
に
も
拘
ら
ず
、
労
賃
は
米
関
石
油
労
働

者
賃
銀
の
1
一
日
乃
至
1
一
却
に
過
ぎ
な
い
。

か
く
て
イ
ラ
ン
で
は
三
四

l
三
八
年
の
一
人
一
日
当
り
食
紐
カ
ロ
り
ー

は
二

O
一
O
で
あ
っ
た
の
に
、
四
六
四
九
年
に
は
一
八
一
一
カ
ロ
リ

t
k
低
下
し
、
中
東
町
一
多
く
で
は
四
五
年
以
来
生
活
水
準
は
相
対
的
に
低
下

し
た
の
で
あ
る
。

豊
寓
な
自
然
ー
と
最
も
近
代
的
な
技
術
と
最
も
苛
陥
な
労
働
条
件
の
結
呆
、

中
東
石
泊
の
生
産
裂
は
薦
く
ほ
ど
安
い
(
第
三
の
特
徴
)
。
石
油
独
占
は

こ
の
原
価
を
非
常
に
秘
密
に
し
て
い
る
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
に
公
表
さ

れ
た
数
半
に
よ
る
と
、
中
古
川
の
原
価
は
米
出
泊
の
1
一
日
乃
至

1
目
、
ベ

エ
ネ
ズ
ヱ
ラ
油
の

2
一5
乃
至

2
一7
で
あ
る
G

し
か
も
こ
れ
が
米
国
油
を
基
準
と
し
た
国
際
カ
ル
テ
ル
価
格
で
販
売
さ

れ
る
の
で
、
と
と
に
進
出
し
た
七
大
会
社
の
利
潤
と
資
股
は
走
大
な
も
の

で
あ
る
(
第
四
の
特
依
)
(
館
日
表
参
照
)
ロ

士
、
米
国
の
五
大
石
油
会
社
利
淵
の
半
分
似
九
ム
〔
N

J

の
場
合
七
七

%
以
上
〔
五
五
年
)
〕
は
海
外
投
資
収
入
で
あ
る
。

以
上
の
事
情
こ
そ
N
・
J
、
ソ
コ
穴

l
、
テ
キ
サ
ス
、
カ
リ
フ
ォ
ル
一
一

ヤ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
ガ
ル
フ
五
大
会
社
の
経
許
制
政
治
的
権
力
の
増
大

左
中
南
米
、
中
東
に
対
す
る
帝
国
主
義
政
策
を
規
定
す
る
主
要
要
因
で
あ

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
注
と
同
家
の
役
割

る。
以
上
古
々
は
米
石
油
会
社
的
資
本
輸
出
し
乙
そ
の
巨
大
な
利
潤
を
分
析
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
海
外
進
叫
は
政
府
の
積
極
的
な
支
持
協
力
の
結

果
で
あ
り
、
又
他
国
で
は
石
油
を
め
ぐ
る
国
際
的
対
立
(
特
に
米
英
の
矛

盾
)
を
具
申
に
湘
化
す
る
原
岡
と
な
勺
た
の
で
あ
る
。

ω
〉

-
Q
H
E
E
Eヨ
匡
回
口
昌

E
何回

O
E自
由
自
由
冨
E
O何
回

oA雷同
O即

ヨ
宣
伝
艮
盟
国
。
。
貝
〔
属
国
吉
岡
富
員
。
凶
富
宮
邸
国
居
留
司
自

]
B
E
E

C
-
2耳
目
出
〕
呂
町
F
Z。
「

2
-
u
u
N・

ω
」
『
吋
R
r
u
『
官
同
警
官
喜
久
回
目
h
F
出
a
E
n
p
H
V
a
阿
国
田

川
仰
を
ミ
ミ
ミ
ロ
N

ミ
喜
一
五
回
民
怠
若
E
u
z
。4・H
喧色・

川W
J

『
・
司
白
宮
、
』
ヨ
司
N
n
S
H
S
h
E
3
E
a
F
H
V司

2

2

的

判

冨

田

E
M
n岩崎
OF-出
回
図
書

50目
O
B
E
E目
E

E

C
日
hw
ロ。。旬。

国
菖
空
間
居
間
b

B

C
副

団

C

国
E-
〔
属
品
。
回

E
自
由
富
田
ド
闘
再
富
詞
a

吋
盟
国
呂
田

00目
。
目
。
置
と
呂
町

p
z。・
F
ヨ
ヲ
H
N
H
・

ω明
米
闘
で
は

9
一
四
が
白
噴
で
な
い
の
で
、
清
し
い
追
加
的
経
吐
か

必
要
と
す
る
。

開
口
自
国

E
P
J
U戸
民

F
呂
町
・
お
お
・

川
明
白
・

krUFO]州
2
・1
門
『

o
Z
E
i開
S
F
〔HU一
事
丘
町
民
ム
hs-3〕
krc四

ド
@
山
∞
切
切
四
∞

仙
開
口
P
昌
吉
O
F
4
E・
E
・
2坦
ωω
・

尚
マ
ニ
ュ
キ
ル
Yγ

に
よ
れ
ば
、
イ
ラ
ン
、
4
7

ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
平

均
的
賃
銀
(
日
給
〕
は
八

O
仙
、
グ
グ
ェ
イ
ト
の
最
高
貴
州
棋
は
一

第
八
十
二
巻

n 

四

第
六
月



ア
メ
リ
カ
右
油
産
業
の
発
達
と
国
家
の
役
割

。
五
弗
。
、
米
石
抽
労
働
者
D
1
一5
乃
至
1
一6
で
あ
っ
た
。
k
p

・
k
p

・

回
自
吋
E
F
]円
。
自
国
何
回
。
昌
君
。
阿
国
宮
図
。
民
間
各
国
司

σ
弓
-
E
C

M

判
官
ロ
]
凶
日
目
的

nFS骨
吉
、
U
ヨ
町
内
出
E
N
弘
寄
同
日
時
ヨ
ロ
白
雲
ご
言

日
高
邑
』
U
C
8
2
9
H
V
H寸
恥

同
日
円
割

4
E
d可
O
F

丘
U

♂

5
0
5
2
5ぬ
足
時
肺
九
九
日
向
同
主
唱
ロ

N

∞
 

防
虫
ロ
mw
回
日
己
ベ
門
戸
目
。
♂
N
m
J刊

H
-
5
2
・]V
・

ur同
2
き
室
内
国
句
。
N
E

』戸]山、巴日間切
]UH】

d
l
叶
目
別
の
資
料

r
よ
る
と
、
四
八
年
三
月
の
中

東
原
油
コ
ス
t
は
八
乃
主
二
六
E

五
仙
で
あ
っ
た
が
、

N
・
I
は
二

弗
二
一
一
仙
で
販
売
し
た
。
同
時
の
ガ
ル
フ
価
格
は
二
弗
六
九
仙
で
ら

っ
た
。
(
〕
恒
嵩v声嗣
伊
凶
司
百
附
同
肖
酒E凶凶♂.叶↓-

〈
.

H司川
ω常円己]古。唱斗」
F柿

rR内叫
同
旦
」
官T玄N『、高町。
Lh『』
』
比
N
唱h}v"

』、?一E
ぬ溜号q
。♂祖

-ukE

(l司

ムノ、

石
油
の
間
際
的
分
割
と
再
分
割

経
済
白
モ
ー
タ
化
，
鉄
道
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
を
初
め
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
経
済
に
お
け
る
石
油
の
重
要
性
と
現
代
の
ア
ラ
デ
ィ
ン
の
魔
法
の
ラ

ソ
プ
の
よ
う
に
、
人
造
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
肥
料
・
爆
薬
衣
類

な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
み
出
す
石
油
化
学
の
発
展
は
、
石
油
を
平
時
戦

時
を
問
わ
ず
経
済
の
決
定
的
戦
略
的
物
資
と
し
た
。
レ
l

ニ
シ
は
既
に
帝

国
主
義
論
に
お
い
て
、
粧
市
的
段
階
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
国
際
的
ト
ラ

第
八
十
三
巻

第
六
号

豆
田

iI'l 

四

ス
ト
の
原
料
を
め
ぐ
る
闘
争
、
世
界
の
分
割
品
川
め
「
る
闘
争
の
典
型
的
な

例
は
H

石
油
産
業
に
よ
り
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
M
M

と
指
摘
し
て
い
る
が
、

誠
に
石
油
を
支
配
す
る
も
の
が
、
世
界
を
支
配
す
る
と
い
う
事
は
真
理
で

あ
る
。最
近
の
米
国
石
油
会
社
の
世
界
的
進
出
は
第
二
次
大
笠
間
白
力
関
係
を

一
変
し
、

44
国
の
ボ
刑
、
米
同
の
有
利
に
石
油
の
再
介
割
を
遂
行
し
た
の

で
あ
る
。

(
切
論
こ
れ
は
国
際
石
油
カ
ル
テ
ル

l
七
大
独
占
の
中
東
諸
民
族
梢
演

者
に
対
抗
す
る
統
一
と
協
調
を
閉
す
事
な
し
に
行
わ
れ
た
。
)

即
ち
第
一
次
大
戦
末
に
は
「
米
国
以
外
り
全
て
の
石
油
地
帯
は
英
国
の

手
中
に
あ
る
か
、
英
国
の
管
理
乃
至
支
配
布
ど
に
あ
り
、
二
七
年
ま
で
米

独
市
は
中
政
に
全
然
利
権
を
持
た
ず
、
第
一
次
大
戦
ま
で
米
国
以
外
の
資

本
主
義
世
界
で
は
英
国
の
地
位
は
強
固
な
も
の
が
あ
っ
た
。
石
油
埋
蔵
に

お
い
て
三
九
年
に
は
米
二
凹
・
五
%
、
英
四
九
-
五
助
、
仏
五
・
O
%
、

蘭
一
四
八
%
の
分
旧
日
山
、
五
六
年
に
は
米
五
九
・
九
%
、
英
二
八
・
七

%
、
仏
五
・
五
%
‘
蘭
三
一
%
と
変
化
し
て
い
る
。
地
域
別
に
み
る
k
、

ベ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
で
は
米
の
地
位
は
、
六
0
・
C
%
か
ら
八
C
・
一
一
骨
に
上

昇
し
た
の
に
刻
し
‘
英
の
地
位
は
一
六
・
主
%
か
ら
九
・
三
%
に
落
ち
、

中
東
で
も
米
は
一
二
・
0
%
か
ら
五
九
・
四
%
に
激
増
し
た
の
に

f
英
は

七
三
-
ニ
怖
か
ら
一
挙
に
半
減
し
て
三
二
回
二
M

刊
に
蹴
落
し
て
い
る
(
第

ロ
表
参
照
)
r

石
油
採
掘
の
分
野
で
も
米
国
を
除
く
全
資
本
主
義
世
界
で
英
国
の
地
位
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一戸

¥
H
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l
-
7
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一一一一j
i
J
Z
1
1
1
ι
:
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一

j
d
「
l

川一引

|
λ
l
訂

引

ト

一

山

一口三一一
Ju--fJ)-uu-FU山ー
一
剛
一

二
日
J
J
|

口一一一
J

ト

J
J
-
F
5
lい一

間
量
主
判
開
竺
山
山
士
山
側
山
一
印
刷
一
竺
加
山
山
一
四
別
問
一
即

日
U
M
U
1一
ψ

川市
Y
川川一川川一……

一|ー一

rト
ト
一
一
一
ト
ヶ
…
一
一

96.6 

97.6 

96.3 

100.0 

100.0 

93.8 

97.2 

94.8 

96.8 

97.6 

100.0 

2.7 

資本主義世界の石油埋蔵ccy{-j"る各国の支配の比重

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
再
逮
と
国
家
り
役
割

98.1 

100.0 

99.9 

100.0 

100.0 

100口

100.0 

5.6 

2.8 

2.3 

中
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λ
十
二
巻

四
一
王

五
五

第
一
八
号
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ア
メ
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カ
石
油
産
業
の
発
達
と
凶
家
の
役
割

第
八
イ
ニ
巻

第
六
号

王
六

山

/、

資本主義世界の石油採掘における七式独占

96.3 

悶附61 17 
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は
三
七
年
の
三
四
・
八
%
か
ら
五
六
年
の
二

O

二
怖
と
な
り
、
聞
は
同

じ
く
一
八
六
%
か
ら
五
七
%
へ
低
下
、
仏
は
一
・
五
%
か
ら
四
-
八

%
に
微
増
、
米
は
凹
0
0
%
か
ら
六

O

間
引
の
支
配
的
地
位
に
上
井

し
て
い
る
。
こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
ベ
ヱ
ネ
ズ
ェ
ラ
で
は
米
ほ
六

二
・
六
%
か
ら
七
五
主
%
に
噌
大
L
、
突
は
一
五
・
二
%
か
ら
一
一
・

五
%
に
低
下
し
、
中
東
で
も
米
は
一
二
一
%
か
ら
五
人
・
七
%
へ
哨
大

L
、
英
は
七
六
回
九
%
と
い
う
支
配
的
地
位
か
ら
=
二
・
七
刊
に
転
落
し

の

て
い
る
。

ζ

わ
を
七
大
会
社
別
に
み
る
E
第
日
表
と
な
る
。

石
油
採
掘
の
分
野
で
、
一
二
七
年
に
米
五
社
で
五
六
%
(
う
ち

N
a

T
の
み
で
一
二
・
一
%
)
、
ロ
イ
ヤ
ル
〆
ツ
イ
ナ
・
シ
ェ
ル
一
二
・
二
%
、

プ
リ
テ
ィ
ヴ
シ
ュ
石
油
回
目
七
%
が
、
五
六
年

rは
米
五
社
凶
0
・
九
%

(
N
・
ー
の
み
で
一
五
五
%
)
、
ロ
イ
ヤ
ル
一
一
三
%
、
ブ
リ
テ
ィ

ジ
シ
ι

六
・
五
%
と
な
η

て
英
国
系
は
大
巾
に
水
を
あ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
叉
こ
の
数
字
に
よ
っ
て
も
同
際
カ
ル
テ
ル

rお
け
る
N

J

の
主
要

8
 

な
地
位
が
鋭
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
近
英
国
古
代
表
す
る
二
社
の
う
ち
世
界
第
一
位
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ

チ
シ
ェ
ル
(
英
附
系
)
に
対
し
て
、
そ
ん
ガ

γ
財
閥
を
中
心
と
し
た
米

金
融
資
本
が
融
資
及
び
持
株
購
入
を
始
め
、
既
に
か
な
り
の
影
響
力
を
も

9
 

勺
て
き
て
い
る
ω
μ

イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
E

シ
ェ
ル
が
英
同
系
で
な
く
、
英

関
米
仏
系
に
移
行
し
、
克
に
大
部
分
の
持
株
が
米
資
本
に
握
ら
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
英
国
の
地
位
。
決
定
的
崩
壊
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
石
抽
産
業
の
発
達
之
国
家
の
役
割

己
の
再
分
割
に
お
い
て
米
闘
の
外
支
政
策
の
果
し
た
役
割
は
誠
に
大
き

。
し
ω

ν

l

ニ
シ
、
一
巻
選
装
、
第
一
巻
第
六
分
附
一
凶
六
頁
。

川

W
F
E
d
q
oロロ
E
E日
F
有
向
同
Nhと
吾
、
♀
F
S
H叶
iH寸

ω
こ
心
七
大
独
占
の
協
調
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
松
井
哲
夫
教
授

「
中
東
石
川
耐
と
国
際
カ
ル
テ
ル
」
(
経
済
一
摂
取
第
七
十
九
巻
第
六
場
所

載
)
一
及
び
脇
村
義
太
郎
教
綬
『
中
東
の
石
油
L

参
照
。

川
刊

F

U

E

ミ
L町
長

」

切

毘

的

w
-
P
E
E
S
-
4
E
E
・
2
町
民
'

川
明
白
阿
世
田
宮
富
国
語
。
冨
E
s
o自
主
自
国
民
官
凶
民
自
国
。
=
自
国
民
O

切
凶
尋

F

〔切同国旬。
E
凶
目
白
星
目
E

亘
書
宅
自
]UOM言
。

o
E
C
E目出〕・日旧日
qw

z
o
E
P
2
u
・山口一

M
W
P自
己

E
盟
国
弓
E-自
国
自
由
宮
図
。
自
問
。
苦
言
。
図
書
。

出
凶
酒
旬
。
自
己
ヨ
凶
-
〔
出
国
旬

o
w
E
O
E図。属国
E

国
民
⑦
製
垣
間
2
5
H同
5

2
問
。
回
。
自
尽
巴
m
F
Z
0・

r
s恒
包

的

円

・

同

-
P
O
]
Y
E
f
町
町
田

刷
出
向
S
弘
、
ぱ
?
を
号
ENMu
。2
・M
C
L
E
F唱

N
A
C
Y同
足
苦
是
同
町

E
I

色
町

zpHV。
白
色
。

PHRHP可
F
]戸田町山()・凸
P同
hsIE♂
一
戸
川
昌
司
、
因
。

p
o
A》

AHhy

M
仰

司

自

H
E
E
L
U可
也
君
。

F
o弓
・
島

全
体
と
L 

E石
ノレ 司[1
3 産

よ空
回三

器産
独に
占 js
体げ
ιコノj
歪昌
之家
平の
あ役
る割
カ斗1)

更
Uこ

七
第
八
十
二
巻

五
今t三

四

七

第
六
号



ア
メ
リ
カ
石
祉
産
業
白
発
達
と
国
家
の
役
割

支
配
的
独
占
グ
ル
ー
プ
の
為
の
機
関
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
独
占
は
労
働

者
に
対
し
て
は
統
一
し
て
い
あ
が
ち
相
互
の
聞
で
は
金
融
的
産
業
的
利
害

に
従
っ
て
分
裂
・
対
立
し
て
い
る
の
で
こ
の
闘
争
の
勝
利
者
の
み
が
政
府

を
独
占
し
て
、
そ
の
美
酒
に
酔
い
う
る
の
で
あ
る
。
既
に
第
一
次
大
戦
後
、

米
英
の
一
市
油
を
め
ぐ
る
衝
突
、
石
油
貴
族
の
刺
益
を
ど
の
政
府
が
も
っ
主

沌
有
効
に
保
護
で
き
る
か
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
外
交
の
中
心
的
課
題
と
な

2
 
り
、
政
治
に
お
い
て
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ハ
デ
ィ
ン
グ
、
ク
り
ッ
ヂ
、

ア
l
パ
l
、
ヒ
み

l
ズ
な
ど
政
府
高
官
は
石
油
会
社
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
が
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
石
油
産
業
は
巨
大
な
経
済
力
に
よ
η

て、

政
治
的
に
も
決
定
的
な
地
位
ケ
獲
得
す
る
事
に
成
功
し
た
。
実
際
彼
ら
は

4
 

政
府
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
L

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
政
治
力
に
よ
っ
て
、
国

家
を
独
占
利
A
刊
の
追
求
の
為
に
利
灯
し
て
い
る
町
で
あ
る
。
五
日
々
は
ま
ず

(
A
)
で
「
石
油
産
業
と
両
家
と
の
結
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
明
ら
か
に

し
、
次
い
で
そ
の
利
川
の
形
熊
を
〔
B
)
財
政
政
策
、

(
C
J
水
没
地
法
、

(
D
〕
テ
キ
サ
ス
川
鉄
道
委
員
会
と
内
務
省
。
価
格
統
制
、

(

E

)

反
ト

ラ
ス
ト
法
の
免
除
、

(
F
〕
外
交
政
鍬
に
分
け
て
考
察
す
る
r

〔
A
〕
石
油
産
業
と
政
府
と
の
結
合
は
、
政
党
の
支
配
L

乙
官
僚
機
構
の

利
用

rよ
っ
て
行
わ
れ
る
。

現
在
ア
メ
リ
カ
の
民
主
・
共
和
両
党
は
共
に
独
占
に
支
配
さ
れ
、
ウ
オ

ー
ル
閣
に
鰍
わ
れ
た
候
補
者
が
全
国
選
挙
で
当
選
す
る
事
は
殆
ん
ど
な
い

が
、
そ
れ
は
独
占
体
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
(
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
)
一

を
支
配
す
る
こ
、
と
に
よ
η

て
国
民
大
衆
の
思
葱
を
支
配
し
、
選
挙
資
金
安

第
八
十
二
者

四

/¥ 

第
六
号

五
j¥ 

支
配
す
る
事
に
よ
勺
て
政
党
を
支
阻
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
両
党
は
交

互
に
政
権
に
つ
き
、
勝
利
者
は
主
要
献
金
者
ハ
岬
ち
パ
ッ
ク
に
な
る
附
問

え
ポ
イ
リ
ン
グ
ジ
ヌ
デ
ム

及
財
閥
述
ム
ロ
)
に
仔
官
制
度
と
政
治
的
利
益
の
分
配
に
よ
っ
て
奉
仕

す
街
。
石
油
産
業
、
特
に
ロ
Y

ク
フ
ェ
一
フ
1
財
閥
は
四
四
年
以
来
、
デ
民

1
イ
(
元
N
・
Y
州
知
事
、
ロ
ァ
ク
フ
ェ
ラ
!
系

)
1オ
ー
ル
ド
り
ッ
チ

(
駐
英
大
使
、
一
正
チ

$
l
ス

マ

γ
ハ
ッ
タ
ン
担
行
頭
取
、

J
D
F
Y

ク
プ
エ
ラ
ー
の
止
嫡

)
1ダ
レ
ス
戸
国
務
長
官
、
元
ロ
ァ
ク
グ
ェ
ヲ
l
財

阿
理
事
長
)
の
三
頭
政
治
に
よ
っ
て
共
和
党
を
支
配
し
て
い
る
。
五
二
年

の
大
統
制
選
挙
聾
推
定
一
億
弗
の
う
ち
、
石
油
会
社
が
こ
の
半
額
を
、
そ

れ
も
全
部
ア
イ
ク
派
に
献
A
比
し
た
と
一
両
わ
れ
て
い
る
ロ

イ
ひ
ナ
]
キ
今
ピ
ヨ
引
ヴ
Lr

こ
の
為
も
あ
ろ
う
か
‘
ア
イ
ク
政
府
の
閣
内
の
内
閣
と
云
わ
れ
る
国
家

安
全
保
障
公
議
の
人
的
拡
成
を
み
る
と
、
五
六
年
刑
判
在
で
十
三
名
の
う
ち

七
名
ま
で
が
石
油
(
う
ち
五
名
が
ロ
y

タ
フ
エ
ラ
l
系
)
で
占
め
ら
れ
て

い
る
m

ア
イ
ク
内
閣
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
内
閣
と
い
わ
れ
る
の
は
無
理
が

な
い
の
で
あ
る
。

叉
官
僚
機
構
は
石
油
産
業
と
大
量
の
人
的
結
合
を
行
っ
て
い
る
Q

ニ品

ダ
ラ

1

7

イ
キ

1

マ
ν

ー
デ
ィ

l
ル
以
米
官
僚
機
構
の
拡
大
と
共
に
年
俸
一
ド
ル
の
役
人
(
実
業

家
が
政
府
に
勤
務
す
る
場
合
年
俸
一
弗
を
貰
う
J

が
増
大
し
た
が
、
今
中

会

社

政

府

会

副

ラ

イ
Y
は
出
止
の
近
道
で
あ
る
。

彼
ら
は
政
府
荘
職
中
も
会
札
か
ら
給
料
を
貰
い
、
会
社
の
為
に
、
政
府

の
内
で
、
情
報
か
集
め
、
企
画
し
、
統
制
割
当
を
し
、
決
定
す
る
u

五
五

年
に
N
・
J
の
十
四
重
役
の
う
ち
入
名
は
政
府
か
ら
帰
っ
て
来
た
ば
か
り



で
あ
っ
た
。
か
く
て
「
石
油
産
業
は
必
要
な
政
府
活
動
の
指
導
的
地
位
に

石
油
産
業
出
身
の
秀
れ
た
人
々
を
極
め
て
多
数
擁
す
る
に
至
勺
た
の
で
、

官
僚
制
度
が
石
油
産
業
に
与
え
る
損
害
は
か
な
り
緩
和
苫
れ
た
」
の
で
あ

る
。
全
く
「
石
油
産
業
は
彼
ら
が
一
致
し
て
支
持
す
る
様
な
政
府
の
政
策

を
作
る
事
で
き
る
し
、
石
油
斤
楽
に
敵
対
す
る
如
何
な
る
政
策
を
打
ち
ま

か
す
事
も
で
き
る
」
の
で
あ
ス
円
。

〔

B
〕
石
油
産
業
は
国
有
人
造
コ
ム
工
場
の
有
利
な
払
下
げ
を
相
、
マ

ー
シ
ャ
ル
計
画
か
ら
有
利
な
商
問
ー
を
し
た
が
二
六
年
に
成
立
し
た
減
耗
控

除
制
度
に
よ
っ
て
巨
大
な
利
誌
を
え
て
い
る
。
こ
れ
は
石
油
の
総
収
入
白

(包
L
純
所
得
の
印
%
以
内
〕
二
七
・
五
併
を

A
視
す
る
も
の
で
、
投
下

資
本
が
回
収
さ
れ
士
後
に
も
免
税
は
続
け
ら
れ
ム
。
例
え
ば
一
O
万
弗
投

じ
た
油
井
が
十
年
間
毎
年
五
O
万
弗
の
石
油
を
生
産
し
て
枯
渇
し
た
之
す

れ
ば
、
普
通
の
減
価
償
却
費
は
制
年
一
万
弗
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
総
収

入
の
二
七
・

4
M
W
、
即
ち
一
年
一
三
万
七
五
C
O
弗
、
従
っ
て
十
年
間
に

一
三
七
万
五

0
0
0弗
が
免
税
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
乾
井
町
経

費
が
事
に
控
除
さ
れ
、
国
際
会
社
の
場
合
に
は
外
国
政
府
へ
の
全
利
権
料
、

全
租
税
に
相
殺
信
用
が
得
ら
れ
る
の
で
、
支
払
う
べ
き
「
純
利
潤
」
が
殆

ん
ど
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
五
三
年
に
米
国
原
油
の
六
凶
%
を
生
践
し
八

五
%
か
加
工
す
る
三
五
社
の
総
収
入
ニ
O
九
億
弗
か
ら
全
経
営
農
(
既
に

過
大
た
減
純
抑
除
を
含
む
)
を
除
い
た
純
収
入
一
二
三
億
三
三

0
0万
弗
に

対
し
て
九
億
八
一

0
0万
弗
の
会
社
所
得
税
が
支
払
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は

普
通
の
会
社
所
得
税
五
二
%
に
対
し
、
三
O
%
以
下
の
税
半
に
他
な
ら
な

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
述
と
国
家
の
役
割

又
こ
れ
は
大
会
社
に
特
に
有
利
で
経
済
集
中
を
促
進
し
て
い
る
。
何
故

な
ら
中
小
業
者
は
少
数
の
油
井
に
つ
い
て
一
時
的
に
こ
の
利
益
を
得
る
だ

け
で
、
試
掘
の
成
持
率
は
非
常
に
少
く
、
又
採
掘
で
骨
た
場
合
で
も
独
占

的
低
価
格
で
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
、
総
収
入
も
少
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。
大
会
社
の
場
合
に
は
試
掘
り
成
功
山
中
は
高
〈
油
井
も
多
い
為
、
減

耗
控
除
は
H
恒
久
的
補
助
金

M
K
な
り
て
い
る
。

こ
う
し
て
ア
ヲ
ム
コ
の
場
合
五
六
年
の
公
称
利
潤
二
億
八

0
0
0万
弗

(
実
際
に
は
六
億

)
K対
し
て
米
国
会
社
所
得
税
支
払
は
僅
か
二
八
万
二

三
七
七
弗
で
あ
っ
た
川
、
〈
会
社
所
得
税
率
五
二
特
と
対
比
せ
よ
)
。

ト
ル

1
マ
ン
前
大
統
領
が
「
現
在
石
油
会
社
が
享
受
し
て
い
る
岨
一
人
な

減
耗
控
除
ほ
ど
公
正
を
欠
い
た
税
法
上
の
抜
け
穴
を
私
は
知
ら
な
い
」
と

憤
慨
す
る
の
は
無
理
も
な
い
。
減
耗
控
除
は
石
油
産
業
の
政
治
力
の
偉
大

な
成
果
で
あ
る
が
、
成
果
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

円

C
〕
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
時
代
の
テ
ィ

1U干す

I

・ド
1
ム
事
件
以
来
油

出
の
払
下
げ
は
大
き
な
政
治
問
題
と
な
る
同
一
九
荒
三
年
夏
の
水
没
地
法

は
推
定
五
O
C
三

0
0
0億
弗
の
石
油
を
含
む
海
底
油
田
を
州
(
実
隅

幻
V

は
ロ
ッ
グ
プ
エ
ラ
ー
な
ど
石
柏
会
社
〉
に
払
下
げ
る
事
に
よ
っ
て
、
紛
争
の

け
り
を
つ
け
た
。
テ
キ
サ
ス
、
ル
イ
シ
ァ
ナ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ヵ
り
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
な
ど
の
沖
合
の
大
陸
棚
の
布
抽
出
H
源
は
最
近
の
海
底
石
油
採
掘
技
術

の
発
展
に
思
っ
て
関
心
の
的
と
な
り
、
五
二
年
選
挙
の
最
も
重
要
な
論
争

点
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
敗
軍
の
将
ト
ル
マ
ン
は
語
る
。
「
大
陸

第
八
十
二
巻

五
九

四

九

館
六
号



ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
達
と
国
家
の
役
割

棚
に
場
蔵
さ
れ
て
い
る
怠
穴
な
石
油
を
く
れ
て
や
り
な
が
ら
、
国
防
用
に

そ
の
同
じ
石
泊
を
法
列
な
値
段
で
買
入
れ
た
と
L
た
ら
、
そ
れ
は
胤
白
骨

sd 

頂
で
あ
る
ケ
」
「
彼
ら
(
石
油
会
社
り
こ
と
〕
は
拡
が
そ
の
葉
大
な
財
申
止

を
一
握
り
の
州
に
手
渡
す
事
を
望
ん
で
い
る
ロ
そ
こ
で
は
強
大
な
私
的
石

油
資
本
が
彼
ら
の
思
う
が
ま
ま
に
開
発
し
た
が
っ
て
い
る
。
腐
敗
に

つ
い
て
語
れ
?
人
民
か
ら
の
略
奪
に
つ
い
て
語
れ
!
こ
れ
こ
壬
白
民
公
然

mv 

の
も
っ
と
も
大
糾
棋
な
強
存
で
あ
ろ
う
」
と
。

〔

D
〕
本
格
的
に
は
ニ
ユ
デ
ィ
ル
期
に
拾
っ
た
テ
キ
リ
ス
州
鉄
道

委
員
会
と
内
務
省
の
生
産
側
格
統
制
は
石
油
産
業
の
生
産
と
価
格
の
安
定

に
大
き
な
役
割
を
米
し
て
い
る
。

こ
の
機
構
は
内
務
省
鉱
山
周
が
月
々
の
M
M

市
場
需
要
u
を
推
定
す
る
と

こ
れ
が
各
州
に
割
当
て
ら
れ
、
テ
キ
サ
メ
州
鉄
道
委
員
会
ハ
テ
キ
サ
ス

は
米
国
石
油
の
大
半
を
産
出
す
る
石
油
成
金
の
+
文
配
す
る
州
で
あ
る
〉
及

び
他
州
の
そ
れ
に
相
当
す
る
機
関
は
こ
の
推
定
左
大
原
油
購
入
者
(
即
ち

独
占
)
の
購
入
予
定
に
基
い
て
各
抽
井
町
生
産
割
当
を
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
連
邦
政
府
は
こ
の
一
割
当
を
犯
し
て
生
産
さ
れ
た
布
油
(
ホ
ヅ
ト
・

初

ω
》

mm〉

オ
イ
ル
)
が
州
際
商
業

r積
出
さ
れ
る
の
を
禁
じ
又
州
兵
を
出
動
さ
せ
る

事
に
よ
っ
て
こ
の
生
産
割
当
を
強
制
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
生
産
制
限
に

よ
っ
て
佃
絡
は
限
界
油
井
の
生
産
世
に
、
従
勺
て
故
一
両
側
格
に
維
持
き
れ

恥
山
か
く
て
得
ら
れ
た
ガ
ル
フ
価
格
は
「
内
務
省
と
産
業
と
の
協
力
の
結

初
》
果
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
石
油
私
占
の
、
政
府
に
よ
る
、
一
七
泊
独
占
の
為
白
、
消
費
者
に

第
八
十
二
巻

第
d

ハ
号

プて。

V可

O 

反
対

F
る
統
制
で
あ
る
。

〔

E
一
反
1
ラ
ス

1
法
は
人
民
へ
の
一
譲
歩
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
は
注
意

保
〈
避
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
の
為
に
は
人
民
を
思

•••••••••••••••••••• 制
的
政
治
的
に
描
得
す
る
草
が
必
要
な
の
で
「
山
由
蹴
争
に
対
す
る
口
先

の
サ
l
ヴ
ィ
ス
と
独
占
の
M
M

反
対
者
μ
"
と
い
う
一
評
判
を
得
る
為
に
、
人
民

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
m
U〉

の
反
独
占
感
情
に
牲
を
文
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
l

の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

•••••••••• 
競
争
財
閥
に
攻
撃
を
張
中
す
る
。
い
わ
ば
J
品
人
形
を
火
あ
ぶ
り
の
刑
μ

•••••••••••••••• 

に
処
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
政
治
的
支
配
に
自
信
を
も
勺
て
い
る
時
政
府

は
公
然
主
独
占
擁
護
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
モ
ル
ガ
ン
系
大
統
領
七

オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
る
旧
マ
ハ
タ
ン
ダ
ド
の
解
散
は
前
者
で

あ
り
、
後
者
は
帥
荷
役
に
多
い
。

既
に
二
九
年
反
ト
ラ
λ

ト
法
の
例
外
と
し
て
ウ
エ
ザ
プ
ポ
メ
レ
ン
法

に
よ
り
右
油
輸
出
カ
ル
テ
ル
が
認
め
ら
れ
た
が
戦
後
ア
ヲ
ム
コ
の
結
成
、

イ
ラ

γ
石
油
コ
シ
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
、
ア
ヲ
ビ
ヤ
に
お
け
る
独
立
主
日
十
社

の
共
同
会
社

(
7ミ
ノ
イ
ル
)
に
は
法
務
省
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
免
除
を
与

羽
)

ぇ
、
国
務
省
は
こ
れ
を
直
接
激
励
、
組
織
し
た
の
で
あ
る
。
又
五
二
年
人

月
始
め
ら
わ
た
国
際
石
油
ト
ラ
ス
ト
の
米
五
会
社
に
対
す
る
訴
訟
は
、
ア

イ
ク
就
任
と
共
に
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔

F
〕
現
代
米
閣
の
中
東
政
策
の
二
つ
の
課
題
は
対
ソ
戦
略
を
測
に
す

る
と
、
英
国
の
利
権
を
中
東
そ
の
他
か
ら
駆
逐
す
る
事
、
民
坂
解
放
運
動

M
》

〉
」
困
有
化
か
ら
米
石
油
独
占
の
利
権
を
保
護
す
る
廿
切
で
あ
る
c

乙
の
為
彼
ら
は
政
治
的
外
交
的
軍
事
的
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い



る
。
(
例
え
ば
べ
Z

ネ
マ
ハ
ェ
ラ
で
凸
グ

1
デ
タ
の
組
減
、
レ
バ
ノ
ン
a

ヨ

ル
ダ
ン
へ
白
山
兵
辛
)
全
〈
石
油
投
資
は
米
軍
事
基
地
、
軍
隊
、
勧
告
等部
)

多
少
と
も
内
政
へ
の
米
国
の
公
然
た
る
干
捗
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
の

こ
の
全
て
を
記
述
す
る
訳
に
は
行
か
な
い
の
で
.
典
型
的
な
二
つ
の
場

令
に
つ
い
て
み
よ
う
。
イ
ラ
ン
の
場
合
、
イ
ラ
ン
国
有
他
活
動
に
よ
る
英

イ
の
紛
争
に
際
し
、
米
国
務
省
は
大
統
領
特
使
ハ
り
マ

γ
、
次
官
ハ
バ

l

ト

フ

バ

1
、
中
火
情
報
防
長
官
ア
レ
ン
ダ
レ
ス
、
顧
問
I

マ
ッ
ク
ギ

l
等
を
M
M

調
停
者
U
H
E
し
て
送
り
、
と
の
結
呆
五
三
年
末
に
イ
ラ
ソ
石
油

コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ウ
ム
が
成
立
し
、
英
は
一

0
0
%の
独
占
を
失
っ
て
、
米

忙
抹
の
四

O
%を
談
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
士
。
英
が
中
東
石
泊
で
の
優
位

を
失
っ
た
の
は
こ
の
為
で
あ
る
@

第
二
は
ス
エ
ズ
干
渉
失
敗
後
出
さ
れ
た
ア
イ
ク
・
ド
タ
ト
リ
ン
で
あ
る
e

と
れ
ば
中
東
へ
の
米
軍
出
動
を
規
定
し
た
が
、
イ
ラ
ク
革
命
〔
七
月
十
四

日
)
の
翌
日
、
米
軍
レ
ハ
ノ

γ
に
介
入
(
同
十
五
日
)
・
英
軍
ヨ
ル
ダ
ン

に
介
入
(
十
七
日
)
E
国
際
緊
張
は
に
わ
か
に
高
ま
る
に
至
っ
た
。
そ
し

ハ
ア
イ
タ

M
F
グ
ト
リ

γ
v

て
こ
の
原
因
も
ダ
レ
ス
長
官
が
公
然
と
一
五
う
様
に
「
中
束
。
吾
政
筑
は

羽
》

主
要
石
油
会
社
の
利
権
を
保
護
す
る
事
」
に
あ
る
。
民
主
党
キ
!
フ
オ
ー

バ
ー
議
員
は
己
れ
を
批
判
し
て
「
中
東
諸
国
が
そ
の
石
油
産
業
を
国
有
化

ず
る
な
ら
ば
関
係
石
油
会
社
が
政
府
に
干
抄
し
て
利
誌
を
守
る
様
要
求
す

る
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
吾
政
府
が
直
ち
に
現
実
的
干
渉
に
よ
っ
て

答
え
る
事
も
雌
か
で
あ
る
。
併
し
私
は
米
人
民
が
石
油
会
社
白
為
の

許
〉

外
文
政
策
古
希
望
す
る
と
は
岡
山
わ
な
い
G

」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
L

と
も
あ

ア
メ
リ
カ
石
油
産
業
の
発
注
と
国
家
の
役
割

れ
石
油
・
現
代
の
ア
ラ
ジ
ン
の
魔
法
の
ラ
γ
プ
は
、
明
日
の
世
界
に
何
を

も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
?
。

(
お
わ
り
)

ω
「
近
代
の
国
家
権
力
は
全
プ
ル
+
/
ヨ
ア
階
級
の
共
同
心
事
務
を
処

理
す
る
委
員
公
に
仕
か
な
ら
な
い
」
(
マ
ル

1
エ
γ
道
長
第
二
巻
四

九
二
一
見
)
と
マ
ル
ク
ス
は
考
え
た
が
現
在
は
、
全
フ
ル
ジ
ョ
ア
で
は

•••••••••• 
な
く
て
、
独
占
プ
ル
v
ノ
立
ア
の
労
働
者
農
民
中
小
プ
ル
タ
ョ
ア

に
対
杭
す
る
婆
員
会
で
あ
る
。

ω
出
身
汁
官
官
H

・

9
0
5平
田
ω
f
〔
可
己
主
主
』

KEE〕
kr高・

E
m
F
官
四
四
こ
の
詐
制
は
「
目
m
o
u
o
p
D
白
F
G
G守
E
N訴
さ

E

MF-
吋
斗
居
。
。
H
Y
H吉」暗号
E
H
a
苦
言
門
出

4
3
L
弘
、
己
主
g
u
S
M
F

H

ロ
2
3
J
司
w
m
w
h
吉
」
号
、

Q
N
F
Z
N∞
巷
岡
山
》

ω
出

h
H
v
p
o
w
F
名
口
「
切
問
。
目

ω
臼
吉
弘
、
。
同
出
向
。
Y
E
4
9
3一
』

U
室
内
コ
町
田
叶
・

ゆ

A
司

ω
司
自
仲
良
w
b
ミ
司
忌

h
e
E
N
N
5
5
3
『
足
骨
荷
量
h
・

印
-
H
C
H

・----

M
明
司
自
同
州
国
間
E
F
H
d
Nぬ

E
L
同
事
ぬ

2
3
口
・
日
日
大
統
領
候
柿

••••••••••••••••••••••••• 
選
択
の
主
要
問
題
は
い
か
な
る
財
閥
の
問
即
が
最
大
の
影
押
力
を
も

.••.••••••••••••• 
っ
か
、
政
府
行
政
か
ら
利
誌
を
ひ
き
出
し
う
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

仰
と
の
興
味
あ
る
実
例
は
可
戸
回
目
白
宮
門
岡
・
』
き
雪
号
、
ω
邑
旬
。
ー

富
山
肘

E
-
E
ω
メ
参
照
。

第
八
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二
世
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